
施
し
た
と
こ
ろ
、
制
度
資
金
や

畜
産
環
境
リ
ー
ス
事
業
を
活
用

す
る
希
望
農
家
と
簡
易
で
経
費

負
担
の
少
な
い
処
理
施
設
で
対

応
し
て
い
く
考
え
で
い
る
農
家

と
が
あ
り
、
今
年
11
月
の
法
適

用
ま
で
、
県
関
係
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
情
報

提
供
ま
た
助
言
指
導
し
た
い
。

問

不
法
投
棄
撤
去
の
新
法
が

成
立
し
た
が
、
こ
の
法
律
に
の

っ
と
っ
て
、
現
在
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
る
も
の
の
処
理
撤
去
は

出
来
な
い
か
。

市
長

こ
の
法
律
で
は
、
平
成

10
年
６
月
16
日
以
前
に
不
法
投

棄
や
不
法
堆
積
さ
れ
た
産
業
廃

棄
物
に
よ
っ
て
、
生
活
環
境
の

保
全
上
の
支
障
が
生
じ
、
ま
た

は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

に
、
都
道
府
県
等
が
講
じ
た
措

置
に
対
し
て
国
が
補
助
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
市
内
に
不
法

投
棄
及
び
不
法
堆
積
さ
れ
た
産

業
廃
棄
物
は
約
10
カ
所
あ
り
ま

す
が
、
平
成
10
年
６
月
16
日
以

前
に
行
わ
れ
た
現
場
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
の
制
度
に
よ
っ

て
処
理
撤
去
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

通
学
時
の
防
犯
ベ
ル
等
の

携
帯
は
、
考
え
て
い
な
い
か
。

教
育
長

現
在
、
本
市
と
し
て

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
校

は
も
と
よ
り
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
防
衛
、
防
犯
意
識
の
高
い

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

問

校
内
で
の
生
徒
児
童
へ
の

安
全
対
策
は
充
分
か
。

教
育
長

学
校
内
で
の
安
全
対

策
は
、
施
設
整
備
、
機
能
強
化

で
の
安
全
対
策
、
交
通
安
全
対

策
、
盗
難
事
故
対
策
、
地
震
、

火
災
な
ど
の
自
然
災
害
対
策
、

不
審
者
対
策
、
と
に
か
く
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
中
で
も
不

審
者
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
事
件
と
し
て
、
各
学
校

の
実
態
に
応
じ
た
対
策
を
求
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
公

私
立
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中

学
校
す
べ
て
で
約
６
０
０
個
の

防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
置
し
て
あ

り
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
具

体
的
な
指
導
を
繰
り
返
し
行

い
、安
全
対
策
を
と
り
な
が
ら
、

児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
努
力
し
た
い
。

�
平
和
問
題

問

イ
ラ
ク
戦
争
の
「
大
義
」

で
あ
っ
た
大
量
破
壊
兵
器
が
な

か
っ
た
の
に
、
小
泉
内
閣
は
憲

法
９
条
に
違
反
し
て
自
衛
隊
の

イ
ラ
ク
派
兵
を
強
行
し
、
先
遣

隊
は
成
田
空
港
か
ら
出
発
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
成
田
空
港
は

民
間
空
港
で
あ
り
、
軍
事
的
に

利
用
し
な
い
」
と
当
時
の
運
輸

大
臣
、
県
知
事
、
周
辺
住
民
と

で
取
り
決
め
た
事
に
違
反
す

る
。
こ
の
間
、
市
長
は
成
田
空

港
の
軍
事
利
用
に
反
対
で
あ
る

と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
今
も

変
わ
り
な
い
か
。

市
長

地
域
住
民
の
代
表
と
国

等
と
の
間
で
の
「
取
極

と
り
き
め

書
」
に

沿
っ
た
空
港
利
用
を
す
べ
き
で

あ
る
。
今
回
の
自
衛
隊
に
つ
い

て
は
、「
派
遣
」
で
あ
り
、
軍
事

利
用
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

�
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

問

こ
の
不
況
の
中
で
、
大
型

焼
却
炉
建
設
、
ま
た
、
八
街
駅

北
側
区
画
整
理
事
業
で
ま
ち
が

活
性
化
す
る
と
事
業
を
進
め
て

き
た
が
、
活
性
化
ど
こ
ろ
か
平

成
16
年
年
度
末
の
借
金
は
２
２

０
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。
新

年
度
予
算
案
は
歳
入
面
で
は
受

益
者
負
担
の
適
正
化
、
歳
出
面

で
は
節
減
合
理
化
の
推
進
、
既

存
制
度
、
施
策
の
見
直
し
で
前

年
度
比
３
億
１
千
万
円
の
減
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
駅
前
区
画

整
理
事
業
に
約
８
億
円
、
八
街

駅
自
由
通
路
等
整
備
事
業
に
約

５
億
円
を
計
上
す
る
一
方
、
市

民
に
対
し
て
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
道
料
、
保
育
料
、
国
保

税
の
引
き
上
げ
で
市
民
に
８
億

円
を
負
担
さ
せ
て
財
政
難
を
乗

り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
市
民
の
命
と
く
ら
を
守
る

と
い
う
自
治
体
の
役
割
は
果
た

せ
な
い
。
具
体
的
に
受
益
者
負

担
の
適
正
化
を
ど
う
進
め
る
の

か
。

市
長

公
平
・
公
正
の
観
点
か

ら
受
益
者
負
担
が
公
正
を
欠
い

て
い
る
場
合
に
は
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
保
育
料
で
約
１
千

２
０
０
万
円
、
事
業
系
一
般
廃

棄
物
手
数
料
で
１
千
７
０
０
万

円
、
国
保
税
で
約
３
億
８
千
万

円
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

問

不
況
だ
か
ら
こ
そ
、
農
家

や
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る
予

算
に
す
べ
き
だ
が
、
農
林
水
産

業
費
・
商
工
費
と
も
に
前
年
度

よ
り
予
算
を
減
ら
し
て
い
る
。

経
済
の
活
性
化
対
策
を
ど
う
す

る
の
か
。

市
長

経
済
活
動
は
行
政
を
超

え
て
広
域
で
行
わ
れ
る
の
で
、

一
市
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
る
が
、
地
域
経
済
の
早
期

回
復
と
活
性
化
の
促
進
は
重
要

な
の
で
、公
共
事
業
の
発
注
は
、

引
き
続
き
地
元
業
者
を
優
先
し

た
い
。

問

経
済
の
活
性
化
の
た
め

に
、
商
工
予
算
や
農
業
予
算
を

昨
年
並
み
に
し
、
雇
用
の
確
保

や
、
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
に

で
き
な
い
か
。

市
長

そ
の
よ
う
な
施
策
は
今

の
自
由
社
会
の
中
で
は
不
可
能

と
思
う
。
農
業
に
つ
い
て
は
市

が
あ
れ
こ
れ
し
な
さ
い
と
い
う

の
で
は
な
く
「
市
民
が
こ
ん
な

事
を
や
り
た
い
」
と
い
う
こ
と

に
は
、補
助
金
を
惜
し
ま
な
い
。

問

新
年
度
予
算
は
市
民
負
担

を
増
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
切
り

捨
て
る
も
の
で
あ
る
。
不
要
不

急
の
区
画
整
理
事
業
を
凍
結

し
、
市
民
生
活
を
守
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

建
設
部
長

区
画
整
理
事
業
は

市
の
目
玉
事
業
、
顔
つ
く
り
で

あ
り
凍
結
は
し
な
い
。

�
福
祉
問
題

問

八
街
市
は
県
内
で
３
番
目

に
15
才
以
下
の
子
ど
も
が
多

い
。
児
童
館
の
設
置
な
ど
子
ど

も
の
居
場
所
を
確
保
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

市
民
部
長

児
童
ク
ラ
ブ
を
優

先
し
、
次
の
段
階
に
児
童
館
を

設
置
す
る
。

問

年
々
国
保
税
の
収
納
率
は

低
下
し
、
14
年
度
で
は
79
％
、

滞
納
分
を
含
め
れ
ば
56
％
、
県

下
最
下
位
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
こ
の
数
字
か
ら
も
市
民
の

担
税
力
の
限
界
が
示
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
市
長
は
市
民
生

活
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。

一 般 質 問
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日日
本本
共共
産産
党党

丸丸
山山
わわ
きき
子子

右右
山山
　　
正正
美美

京京
増増
　　
藤藤
江江

◆
環
境
問
題
に
つ
い
て

◆
小
中
学
生
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

▲防犯ブザー

京
増
　
藤
江

代
表質問

◆
市
長
の
政
治
姿
勢

丸
山
わ
き
子

個
人質問

◆
市
民
の
く
ら
し
、
健
康
を
守

る
国
保
に
（
国
保
税
、
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
は
中
止
を
）


